


Components of the nucleic acid
核酸はヌクレオチドの繰り返しからできています。ヌクレオチドは三つの構成成分－リン酸・糖・塩基からな
る化合物です。
このうち糖と塩基の化合物はヌクレオシドと呼ばれるので、ヌクレオチドはヌクレオシド－リン酸となります。

二種類の核酸の成分は以下の通りです。

セントラルドグマの原理

また、ヌクレオチドの四種類の塩基はそれぞれ二つずつ組みになっており、グアニンとシトシン、アデニンと
ウラシル（チミン）はそれぞれが水素結合します。
遺伝子はタンパク質のアミノ酸配列を規定するヌクレオチド配列であり、この遺伝物質とタンパク質の間の情
報の流れは、セントラルドグマと呼ばれる法則に規定されています。
セントラルドグマ（central dogma）とは、「DNA→（転写）→RNA→（翻訳）→タンパク質」の順に伝達される分
子生物学の概念になります。1958 年にフランシス・クリック（DNAの二重螺旋構造を発見した科学者）が提唱
したこの概念は、細菌からヒトまで原核生物・真核生物の両方に共通する基本原理だとされています。
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